
棚田景観の視覚特性に関する研究

本研究は，過疎化の農村地域の棚田景観保全に着目し，地域における棚田景観のシーンをベースにした

解析を通じ，時の変化に伴う景観変化を加味した地域棚田景観の視覚構造を明らかにすることを目的と

したものである。
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■はじめに

　農村地域の過疎化や棚田耕作廃棄の拡大などに

伴い，農村景観を象徴する棚田景観の保全は大き

な課題として社会的関心が高まっている。これに

対して多視点からの検討が必要だが，過疎化地域

の棚田の全てを保全していくことが難しくなって

くる背景に，地域の優れた棚田景観タイプを重点

的に保全していくことがより現実的な一考え方と

思われ，地域の代表的な棚田景観のタイプ（代表

シーン）の確立とその構造の解明が必要と考えら

れる。本研究は，兵庫県淡路地域を対象とし，棚

田の代表シーンの解析を通じ，時の変化に伴う景

観変化を加味した地域棚田景観の視覚構造を明ら

かにすることと，その構造に基づく棚田景観保全

の一つの考えからを探ることを目的とした。

■研究方法

　文献及び既存研究の整理により棚田（ため池含

む）の沿革分布状況を把握する上，現地調査を中

心に，それぞれの視点からみた棚田のシーンを整

理し，アンケートによる評価を参考した上で景観

を類型化（タイプ化）し，これらのタイプに対し

て仰視・俯視に関わる視角関係や各景観構成要素

のシーン上にそれぞれの割合などについて視覚分

析を行い，その景観の視覚特性を明確した。また，

景観の変化について，代表的タイプを抽出し，年

中の変化及び日中の変化（順光，逆光）のシーン

データを整理し，アンケートによる評価を検討し

た上，その景観変化の特徴や良好と感じる季節の

シーンを明確した。

■結果
１）良好と思われた棚田景観は大凡６つのタイ

プ（図-１）が分類できる。これらのタイプ

の視覚的特徴は概ね①棚田への眺望のほと

んどは俯視の見方になり，その範囲が大凡
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多い。これらの数値から，多くの人が良好

と感じる棚田景観への眺望は視覚的に見や

すいところにあたる視覚構造になっている

ことがわかった。②各景観タイプの要素構

成の分析から，棚田が景観の主題になって

いることも関わらず，棚田といた要素と棚

田の周辺に存在する山，樹木，民家・集落

など周辺要素との関係が深く，これらの周

辺要素も棚田景観シーンの形成に重要な役

割を果たしており，棚田要素と共に景観演

出を行っていることが分かった。この特性

から魅力のある景観演出にはこれらの周辺

要素が不可欠な位置づけとなることが考え

られる。また，この視点から棚田景観の保

全を考える際に，棚田要素だけを対象にす

ることが不十分といえ，棚田の周辺要素も
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視野に入れ込んで総合的な検討を行う必要

があると考えられる。

２）景観の変化において各季節の特徴が明確さ

れたが（図-２），年中の水田期，日中の逆

光時（測光含む）に棚田景観の魅力が最も

感じられる日時である。この景観変化の中

の「日時」に示されたことは１キーワード

として魅力のある農村観光の計画などに参

考を与えることが期待できる。

３）棚田景観保全に向けて，本研究の分析結果

から，昔の景観形成手法である名景づくり

手法をいかし，地域特性のある美しい棚田

景観タイプを地域の名景として固定化けさ

せ，その視点場，眺望対象，視覚関係（見

方）を重点的に保全していく手法が提唱で

きる。

図-1 棚田景観タイプのまとめ

図-2 一年中の棚田景観の変化
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